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概要 

高分子材料の結晶軸と MD 方向の関係は配向度関数で評価されている。XRD では低角度のβ―Ｉ 

プロファイル回折ピーク２本を用いて解析される。しかし、ＰＥＴなどでは回折ピークに重なりを持ち 

 そのままでは解析出来ない。本ソフトウエアでは重なりがあるデータの相互ピーク分離を行えます。 

 繊維試料台、極点試料台、２次元ディテクタなどを用い、透過配置でβ―Ｉプロファイルを測定し、 

 バックグランドを削除し、ピーク分離を行い、配向度関数を算出するながれの中の補助ソフトウエアであ 

る。分離の際、バックグランド削除も考え、Ｇａｕｓｓ関数に想定しています。 

 

データ処理の流れ 

 ＺｉｇｚａｇＦｉｂｅｒソフトウエア 

  入力データ 

   β－Ｉデータ（ＡＳＣ） 

   極点測定データ（ＡＳC） 

  出力 

   ＡＳＣ 

   ＴＸＴ 

  処理内容 

   ビームストッパ影の補正 

   平滑化 

   バックグランド削除 

 

 ＦｉｂｅｒＰｅａｋＳｅｐａｒａｔｅソフトウエア 

  入力データ 

   β－Ｉ（ＡＳＣ） 

  出力データ 

   ＡＳＣ  

   ＴＸＴ 

  処理内容  

   ピーク分離 

 

 ＦｉｂｅｒＳｉｍｐｌｅＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア 

  入力データ 

   ＴＸＴ 

  処理内容  

   配向度関数の算出 

   

 

 

 

 

 

 



操作方法 

 C:¥CTR¥FiberPeakSeparate.jar を起動 

 あるいは、ZigzagFiber ソフトウエアのメニューから起動 

  

ファイル選択（同時に２つのファイルを選択） 

  

 ＺｉｇｚａｇＦｉｂｅｒで処理したファイルを選択 

  ファイル名に処理済みを示す_Calc が含まれています。 

  強度の強い順に配置される。 

  （Ｒａｄｉｏボタンな機能していません） 

 

 



  

 上記表示データは、２次元検出器で測定したデータで、ＭＤ方向は９０度です。 

 

  

 Ｇａｕｓｓ関数として計算されている為、ピーク以外のバックグランドがされ、 

 測定データより若干広めの半価幅になります、 

 印刷は、画面上をマウス右クリックで案内が表示されます。 

 



 

 ＡＳＣファイル、ＴＸＴファイルを作成 

 入力ファイル名_Calc に”SEP”がプラスされた２つのファイルが作成される。 

 

配向度関数を計算する場合メニューの 

 Execute で呼び出されます。 

 

 

  

  


